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1．はじめに

　2012 年 に固定価 格 買取制度が 導入 され て 以来 ，

太陽光発電 （以下 ，
PV と略す）シ ス テ ム が大量に導

入 され て い る。しか し
， 日射量は雲 の 分布に よ り時

間的 ， 空間的にも大きく変動する。そ の た め ，
PV シ

ス テ ム が電力系統 に連系され に くい 状況も起こ り始
めて い る。電力シ ス テ ム の 運用で は電力の 安定供給 ，

需給バ ラ ン ス を保つ こ とが必須 で ある。特 に ， 関西

電力 エ リア で は 西 日本（周波数 60Hz ＞の 中で は，最も
電力需要が大 きい 地域で ある。PV を含め た電カシ

ス テ ム の 運用を効率良く行 うた め に は ，日射量や発

電予測 の 情報 に 期待が寄せ られ て い る。し か し，実

際 に は 予測 が大き く外れ る こ ともあ る 。 こ れ は 電力
の 余剰，また は供給支障 （停電）に もつ なが る た め

避 けなけれ ばな らな い 。

　本稿で は 日射量予測 の観点か ら，気 象庁現業 モ デ

ル による 日射量 予測 で は，どの よ うな場合に 予測 が

大きく外れ るの か，関西電力管内を想 定 した広域 エ

リアで の 日射量予測 の 検証 ， 事例解析 の 報告 をす る 。
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　関西電力 管内に は現在，日射量を観測 し て い る 気

象官署は 3か 所 （彦根，大阪，奈良）が あ り，こ れ を

モ デル の 検 証用データ と し た。予 測データ に は
，
気

象庁 の 現 業 の 気 象 予報 モ デ ル で あ る メ ソ モ デ ル

（MSM ）と局 地 モ デ ル （LFM ）の 予測デ
ー

タを用 い た 。

現在 MSM で は水平解像度 5  で 39 時間 予 報 を 3
時間矧 こ，　 LFM は水 平解像度 2  で 9 時 間予報を 1

時間毎 に実施 して い る。 予測データを電力管内 の 広

域 エ リア で 評価す る ため，電力 エ リア 内 で 平均 し た

デー
タセ ッ トを作成 した。

　 日射量予測 の 大外れ事例 の 定義 とそ の 抽 出方法 に

関 し て は
，

こ こ で は モ デル の 口射量予測値と観測値

か らの 差 （予測誤差）を大気外 日射量 で規格化 し た

値に閾値を与え る こ とで 抽出 し た （閾値 と して 0．45

を与 え た）。 抽 出され た 事例 の 中か ら，本稿 で はそ の

中 で も，2014 年 3 月 27 日 の 事例 に つ い て 紹介す る。
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　こ の 日は関東 の 東 沖 の 海上 にお い て ， 前線 を伴 っ

た低気圧が通過 し，MSM の 前 日予測 で は ， 日中数時

間に渡 り日射量の 予測値が 過大で あ っ た事例で ある

（図 1a）。こ の 時 の 気象衛星雲画像 （同 日 12 時 ， 図

1b）や気象官署に おける 目視観測の 記録か ら，層雲

や積雲 ， 層積雲 とい っ た雲が観測 されてお り，外れ

時の 雲 の タイ プ は先行研 究で報告 された結果 と整合

的 で あ る ［1］・［2亅。雲 の 分布 の 観測 と の 比 較の た め に ，

MSM の 21UTC （当日 6 時）初期値の 鉛直積算され

た水物質量の 予測分布 （6 時間先予測）を図 1c に示

す。対象時刻 は 気象衛星と同 じ 27 日 12 時 で あ る。
関西エ リア に は衛星画像か ら観測される 下層の雲に

相当す る雲域が広 が っ て い る もの の ，その 広 が り具
合 が観測 よ りもかな り狭 くな っ て い る。また，LFM

によ る 当 日 6 時 に おけ る 予測結果も比 較 したが高解

像度化 され た しFM で あ っ て も，関西電力エ リ ア付
近 の 雲域 の 表現 は 改善 され て い なか っ た （図 ld）。
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　そ の他の 同 エ リア に お ける事例解析を追加する と

ともに，東 日本領域な ど異なる地域 との 日射量予測
の 大外 れ 時 の 天 候 の 違 い な どの 比較や 系統 間連系 を

含めた複数の電力エ リア を考慮 した場合の大外れ事

例の 解析など検討する予定である。
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図 1．（a）関 西電 力エ リア を対象 と し た 日射量 の 観測値 と 予 測値 （1時 問値）の 時系列 の 比 較 （2014 年 3 月 27 目）。

（b）気 象衛 星 可視画像（同 日 12時），（c）MSM に よ る当 日 6 時初期値 の 雲 の 予 測 （鉛直積算水物質の 水 平分布 で同 日 12
時を 対象 と した 6 時 問先 予 測 ） 及 び （d）LFM に よ る 予測 （岡 6 時間先予 測）。
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